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肥料の基礎知識③ ～窒素～

●窒素は作物にとって最も重要な肥料成分です。その役割や、
　土壌中の形態、窒素肥料の特長を知り上手に活用しましょう。

一部アミノ酸等は
吸収される

水稲などは主として
アンモニア態窒素を
吸収する

土壌中の
窒素形態 無機化 硝酸化成

作物の吸収
（利用）しやすさ

有機態窒素 アンモニア態
窒素（AN）

無機態窒素
流亡しやすい

多くの作物で
吸収

しやすい

●尿素
●有機質肥料
●たい肥
●複合肥料

●硫安
　（硫酸アンモニア）
●塩安
　（塩化アンモニア）
●複合肥料

●硝酸カルシウム
●チリ硝石
　（硝酸ナトリウム）
●複合肥料

代表的な肥料

硝酸態
窒素（NN）

窒
素
は
肥
料
の
３
要
素
（
窒
素
・
リ

ン
酸
・
カ
リ
）
の
一
つ
で
、
作
物
の
生
育

に
最
も
重
要
な
元
素
で
す
。
作
物
中
で

は
タ
ン
パ
ク
質
、
ア
ミ
ノ
酸
、
葉
緑
素
、

酵
素
、
ホ
ル
モ
ン
物
質
な
ど
の
主
要
な

成
分
で
、作
物
の
体
づ
く
り
や
生
体
反
応

（
生
育
、
養
分
吸
収
、
光
合
成
な
ど
を

促
進
す
る
働
き
）に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

作
物
が
窒
素
を
適
切
に
吸
収
す
る
こ
と

で
、茎
葉
や
根
の
生
育
が
良
好
と
な
り
、

葉
の
緑
色
が
濃
く
養
分
吸
収
も
盛
ん
と

な
り
ま
す
。

し
か
し
、
窒
素
は
多
す
ぎ
て
も
少
な

す
ぎ
て
も
作
物
に
悪
い
影
響
を
与
え
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
（
表
1
）。
過
剰

な
窒
素
投
入
は
ひ
か
え
、
土
壌
診
断
等

に
基
づ
い
て
適
正
量
を
施
肥
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
ま
た
、
作
物
の
窒
素
吸

収
の
程
度
は
葉
色
な
ど
の
生
育
状
況
に

も
あ
ら
わ
れ
ま
す
。秋
ま
き
小
麦
で
は
、

茎
数
や
葉
色
で
窒
素
追
肥
量
を
調
節
す

る
施
肥
法
が
普
及
し
て
い
ま
す
。

土
壌
中
の
窒
素
は
、
い
く
つ
か
の
元

素
が
結
び
つ
い
た
化
合
物
の
か
た
ち
で
存

在
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
、
作
物
に
吸

収
さ
れ
や
す
い
の
は
ア
ン
モ
ニ
ア
や
硝
酸

の
よ
う
な
（
無
機
態
）
窒
素
で
す
。
土

作
物
に
と
っ
て
の
窒
素
の
役
割

土
壌
中
の
窒
素

表１. 窒素の欠乏症状・過剰症状

図１. 土壌中での窒素の形態

窒素欠乏 窒素過剰

●全体が淡緑色、葉が黄化
●根の伸長抑制、生育低下 生育への影響 ●葉が濃緑色、過繁茂

●軟弱化、抵抗性低下

●子実の品質、収量低下 収量への影響 ●水稲の食味低下（高タンパク化）
●果菜、根菜、果実の品質低下
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リ
性
土
壌
に
蓄
積
し
た
ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒

素
が
、急
激
な
温
度
上
昇
で
ガ
ス
化
し
、

作
物
に
障
害
を
与
え
る
こ
と
も
あ
る
の

で
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

窒
素
質
肥
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
肥
効

の
速
さ
や
施
肥
後
の
土
壌
へ
の
影
響
な

ど
の
特
長
を
踏
ま
え
て
使
う
こ
と
が
大

切
で
す
（
表
2
）。
肥
料
袋
や
フ
レ
コ
ン

の
保
証
票
に
は
「
窒
素
全
量
」「
ア
ン

モ
ニ
ア
態
（
性
）
窒
素
」「
硝
酸
態
（
性
）

窒
素
」
な
ど
に
分
け
て
、
そ
の
種
類
や

量
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
2
）。

例
え
ば
、
硝
酸
態
窒
素
の
割
合
が
高

い
肥
料
は
作
物
に
窒
素
成
分
が
速
く
吸

収
さ
れ
る
た
め
、
初
期
生
育
の
促
進
や

追
肥
時
の
速
い
肥
効
が
期
待
で
き
ま
す
。

な
お
、
畑
作
等
で
よ
く
聞
か
れ
る
「
硫

安
と
尿
素
の
ど
ち
ら
が
速
効
き
か
？
」

に
つ
い
て
、
尿
素
は
ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒
素

へ
の
無
機
化
を
経
る
の
で
遅
く
な
る
印

象
が
あ
り
ま
す
が
、
土
壌
の
Ｅ
Ｃ
※
を

高
め
な
い
の
で
硝
酸
化
成
の
速
さ
が
硫

安
よ
り
優
り
、
肥
効
も
速
く
な
り
ま
す
。

肥
効
の
速
さ
は
、
地
温
や
降
雨
な
ど
に

も
影
響
さ
れ
ま
す
。
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壌
中
の
腐
植
や
た
い
肥
等
の
有
機
物
に

含
ま
れ
る
（
有
機
態
）
窒
素
は
、
微
生

物
（
ア
ン
モ
ニ
ア
化
成
菌
な
ど
）
に
よ
っ

て
ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒
素
ま
で
分
解
（
無
機

化
）
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
畑
土
壌
で
は

ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒
素
が
微
生
物
（
硝
酸

化
成
菌
）
に
よ
っ
て
さ
ら
に
硝
酸
態
窒
素

に
ま
で
変
化
し
ま
す
（
図
１
）。

硝
酸
態
窒
素
は
多
く
の
作
物
に
と
っ
て

最
も
吸
収
し
や
す
い
で
す
が
、流
亡
し
や

す
く
地
下
水
汚
染
な
ど
環
境
負
荷
の
原

因
に
も
な
り
ま
す
。一
方
、ア
ン
モ
ニ
ア
態

窒
素
は
土
壌
中
で
保
持
さ
れ
や
す
い
も

の
の
、施
設
栽
培
で
は
、中
性
や
ア
ル
カ

窒
素
質
肥
料
の
特
長
を

踏
ま
え
た
活
用

表２. 主な窒素質肥料の特長

写真 . 主な窒素質肥料

※
Ｅ
Ｃ
…
電
気
伝
導
度
（
肥
料
養
分
の
蓄
積
度
合
を

表
す
）

品　名 窒素の形態 保証成分
（ホクレン取扱）

肥効（硝酸化成）
の速さ 副成分 土壌 pHへの影響 備　考

硫安
アンモニア態

21% 速い 硫酸 硫酸イオンが
残り酸性化 ●安価で多くの場面で利用される

塩安 25% やや速い 塩素 塩化物イオンが
残り酸性化 ●ECを高めやすい

硝酸
カルシウム

硝酸態
14% 速い

（最初から硝酸態）
カルシ
ウム 影響しない ●吸湿性が高い

●玉ねぎ等の追肥に利用される

チリ硝石 15.7% 速い
（最初から硝酸態）

ナトリ
ウム 影響しない ●てん菜用肥料に含まれる

尿素

有機態

46% 速い 影響しない
●窒素成分が最も高い
●吸湿性が高い　●ECを高めない
●水に溶けやすく葉面散布にも利用される

たい肥
有機質肥料 ※ 遅い ※ 影響しない

●窒素成分は化学肥料より低い
※窒素成分や副成分は、有機物の種類
により異なる

硫安 塩安 尿素

図２. 保証票の記載例と窒素成分の見方

アンモニア性（AN）
7.0％

硝酸性（NN）
1.5％

尿素
1.5％

窒素全量（TN）=10%

アンモニア性窒素・硝酸性窒素を除く
窒素=尿素や有機態窒素（　　　　　　  ）
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